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北海道知事賞（最優秀賞）

尾中 謙吾君（２－３）

講評；家族一人一人の表情に優し

さ，温かさが感じられ，楽しかった

思い出の様子が伝わってきます。画

面いっぱいに描かれた母と子ども

達，羊。大切なところを強調した構

成がとても良く，また，水彩らしい

透明感のある色調が美しい作品で

す。

北海道教育委員会教育長賞（優秀賞）

村上 誠弥君（３－４）

講評；家族と親戚のみんなで夏の

穏やかな日にお墓参りをしている様

子が，上手に細かく表現されていま

す。中心で拝んでいるのは，おじい

ちゃんでしょうか。その周りをみん

なで囲んでいる様子に，家族の温か

い雰囲気がよく伝わってきます。背

景も細かく描写されています。

北海道教育委員会教育長賞（優秀賞）

星 ももさん（１－３）

講評；画面いっぱいに家族と犬を

入れた，ダイナミックな構成が，よ

りテーマを高めています。一人一人

の表情や髪の毛などの描き方，また，

服の色，背景など，暖かい色調が全

体として情感を高めている，優れた

作品です。

← 左から星さん，尾中君，村上君

北海道新聞の旭川版（１１／１３日付）にも大きく取り上げてられていましたので，多くの方は，すでに

ご存知のことと思います。全道の小中学校から４７９点の応募があり，その中から本校の３名が一席と二席

を独占してしまいました。そのおかげと，本校の出品数が多かったことにより，学校賞も受賞しました。

まだ，作品が返却されていないことから，「財団法人北海道青少年育成協会」のホームページに掲載されて

いるものを転載させていただきました。

毎日の勉強に，部活動に，精一杯取り組みながら，このような作品に応募すること自体，大変なことです。

しかし，子どもの潜在能力を引き出してあげることも大人の大切な役割と言えます。教師や保護者の一押し

によって，新しい世界が開花できることを期待します。その「世界」は，意外すぎるくらい身近なところで

口を開いているものです。

今年も中庭から
卒業アルバムにおいて，重要なシーンの一つと

なる集合写真。降雪前，ここしかないという小春

日和に，バッチリ撮影ができました。中澤写真場

のプロカメラマンは３階にいて，３年生がポーズ。

その様子を，横取りしてみました。あと３ヶ月と

少しで，皆にアルバムが手渡されます。その時が

楽しみでもありますが…寂しいです。

※ 学校だよりで，次のとおり誤りがありましたのでお詫びと訂正をさせて下さい。【１５号】「シンボルマーク 小笠原さん」→「小松原さん」，「壁新聞制

作委員」のうち，「１年１組」の「吉川彩乃」さん→「吉沢悠乃」さん。【１７号】「稚内市立北星短期大学」→「私立稚内北星学園大学」。
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シリーズ

美術部部長 藤原 有彩

私達，美術部は

少ない部員の中，

いつも明るく先輩

と後輩という上下

関係がない，とて

も仲の良い部活動

です。

普段の活動では，

入部した時にもら

えるスケッチブッ

クに，自分の好き

な絵を描いたり，

ポスターのデザイ

ンを描いたりして

います。

今，制作中の大

きな絵や，ステン

ドグラスなどの学校に

展示する作品を，部員

全員で協力して作り上

げたりもしています。

頼りない部長ですが，

これからも部員の皆と

一緒に楽しく描いてい

きたいと思います。

（写真は，３階にあるステンドグラス制作の様子です。１年生教

室棟の会議室壁面ガラス４枚に，素晴らしい作品が輝いています。）


